
○ 投入される内航コンテナ船

「南新丸」 積載可能コンテナ数：７２ＴＥＵ

○ 八代港発着の内航コンテナ航路

博多港

薩摩川内港

阪神港・京浜港
方面へ

今回開設される
「海上バイパス航路」
八代港－博多港

既存航路
薩摩川内港－八代港
－北九州港－神戸港

（不定期）

北九州港

既存航路：薩摩川内港－八代港－北九州港－神戸港（不定期）

海上バイパス航路：八代港－博多港

○ 井本商運株式会社の概要
本社所在地

設立

資本金

代表取締役社長

株主

事業内容

兵庫県神戸市中央区浪花町59番地

昭和48年6月

9,500万円

井本隆之

井本隆之、大阪船舶（株）、（株）商船三井他

内航海運業

神戸朝日ビルディング22階

第2種貨物利用運送事業
産業廃棄物収集運搬業
特別管理産業廃棄物収集運搬業

井本商運による八代港～博多港の
「海上バイパス航路」の臨時開設について

熊本県の主要業種
事業所数 2,173事業所
従業者数 92,162人
製造品出荷額 23,850億円

※熊本県の主要業種製造品出荷額等は「九州経済2016」より国土交通省港湾局作成
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八代港

【通行止め】
九州自動車道
植木IC～八代IC
（4月21日時点）

植木IC

八代IC



◆大型内航コンテナ船 (400TEU型)「さがみ」
→京浜港～北海道・東北航路に投入（平成25年11月～ ）

◆国内最大内航コンテナ船(540TEU型)「なとり」
→京浜港～阪神港～門司・博多港航路に投入（平成27年12月～）
内航コンテナ船で初の定曜日ウィークリーサービスを実現 同型船を、平成28年度中に１隻、平成30年度に１隻新造予定

井本商運による国際フィーダー航路網の拡充・強化
に向けた取組

井本商運においては、地方各港から国際コンテナ戦略港湾※1（京浜港・
阪神港）へ接続する国際フィーダー航路※2網の拡充や、大型内航コンテ
ナ船の新造・投入などに積極的に取り組んでおり、国際コンテナ戦略港湾
への国内貨物の集約に大きく貢献。

◆その他通常船を、平成２８年度中に７隻新造予定
総トン数749t（約240TEU級）：４隻
総トン数499t（約140TEU級） ：３隻

○井本商運が運航する地方各港から国際コンテナ戦略港湾へ
接続する国際フィーダー航路の寄港地

○井本商運による大型内航コンテナ船の新造・投入の動き

国際フィーダー航路
５６寄港地
３８航路

井本商運HPより国交省港湾局作成（平成28年2月時点）。寄港地は不定期航路を含む。

※1 国際コンテナ戦略港湾
：我が国港湾の国際競争力を強化するために選定された港湾。
具体的には、京浜港（東京港、川崎港、横浜港）と
阪神港（神戸港、大阪港）の２港。

※2 国際フィーダー航路
：国際コンテナ戦略港湾に接続する内航コンテナ航路。
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